










Ⅰ.研究目的

最近産婦人科領域で血栓症の報告がしばしば見られるようになった。そして妊娠中毒症の

発生や子宮内胎児死亡,胎児発育障害などとの関連も指摘されている。また婦人科領域で

も血栓症とホルモン,手術,癌,薬剤投与,感染症などとの関係も指摘されている。しかし現

在のところこれら背景因子がどのような機構で凝固因子,血栓形成機構などとかかわって

いるのかは明らかでない。

そこで本研究ではこれら背景因子と血栓症との関連を検討し,最終的に血栓症の予防,予知,

早期診断法の作成に資するのを目的とする。


